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物理学的半減期：12.3 年
放出β線エネルギー：平均 5.7 keV

（最大 18.6 keV）

HTOH2O
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出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料 令和6年度版」
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City Labs website (https://citylabs.net) より引用

Teng et al., Molecules 2024 日本経済新聞ウェブサイト (https://www.nikkei.com) より引用

Wikipediaより引用
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放射線の透過力

復興庁ウェブサイトより引用
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日本放射線影響学会ウェブサイト（https://www.jrrs.org）「トリチウムとその健康影響に関する解説」より引用

ヒトでのトリチウムの代謝 G-12
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成人がこの周辺の海水を毎日 2L ずつ飲んだ場合、トリチウム水による 1 年間の被ばく量は、
4.0 Bq/L x 2 L/day x 365 days x 0.000018 µSv/Bq＝ 0.05256 µSv/y ≒ 0.000053 mSv/y

ふくしま復興情報ポータルサイト(https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/)より引用
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0.0049 µSv/y
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出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料 令和6年度版」



トリチウム水を摂取したマウスの平均寿命と
発がん個体数割合

マウスの平均寿命 発がん個体数割合

3.6 〜 10 mGy/d のあたりにしきい線量の存在が推定される

日本放射線影響学会ウェブサイト（https://www.jrrs.org）「トリチウムとその健康影響に関する解説」より引用
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トリチウム水を摂取したマウスに発症したがんの種類

日本放射線影響学会ウェブサイト（https://www.jrrs.org）「トリチウムとその健康影響に関する解説」より引用
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ヒトのトリチウム摂取例

症例
年齢
（性）

取扱った 3H 量 被ばく線量
/期間 臨床症状 転帰

尿中 3H 量
（Bq/mL）

A1 60
（男）

2.8 x 1014Bq/7.4年 3-6 Sv
/7.4年

正色素性貧血→
汎血球減少症

死亡 1.9-41 x 103

A2 28
（女）

1.4 x 1014 (?) Bq/6.3年 1.2-2.8 Sv
/6.4年 正色素性貧血 生存 0.07-6.8 x 103

A3 61
（男）

- - 無症状 生存 0.37-3.3 x 103

A4 35 - - 無症状 生存 0.04-1.8 x 103

B1 - - - - 生存 -

B2 3.7-37 x 1013 Bq/3年 10-20 Sv
/3年

高色素性貧血→
難治性汎血球減

少症
死亡 2-4.3 x 103

B3 - - - - 生存 -
[出所] Seelentag, 1973; 平嶋, 1988

原子力百科事典 ATOMICA より引用

G-18


